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学位論文内容の要旨

  本研究は，自伝的記噫想起における懐かしさ感情の働きを心理学的に検討したものである。まず，

(1）懐かしさ感情の構成概念および，機能・特亅陸の検討を質問紙研究により行い，(2）得られた知見に

も とづ き ， 自 伝的 記 憶 の 想起 と 懐 か しさ 感 情 と の関 連陸に ついて 実験心 理学的に 検討し た。

  本稿は8章から成る。以下，各章の概要を述べる。

  第1章で は，自 伝的記 憶および，懐かしさ感情に関する心理学的研究を概括した。まず，自伝的

記憶の先行研究において指摘されてきた，自伝的記憶の構造や想起の機能・特陸について概観した。

次に，懐かしさ感情の定義や認知機能に与える影響について先行研究をまとめ，その問題について

述べた。最後に，｜陵かしさ感情，および醸かしい記憶と自伝的記憶との関連性について，本稿で用

いたそ捫ぞ捫の研究バラダイムを示した。

  第2章～第7章では，(1）懐かしさ感情の構成概念，(2)懐かしい記憶の機能・特Jl生，(3)自伝的記憶

と懐 かしさ 感情と の関連性 につい てそわ ぞれ検 討した 。本稿 から得 られた 結果を以 下に示 す。

1． 懐 か し さ 感 情 の 構 成 概 念 の 検 討 お よ び ， 懐 か し さ 感 情 尺 度 作 成 の 試 み （ 第 3章 ）

  先行研究において，懐かしさの定義は研究者により大きく異なっており，懐かしさ感l青の構成概

念の検討カ泌要であると考えた。そこで，懐かしさの構成概念について検討した(k院2）。また，懐

かしさ感情に関する尺度して，Batcho(1995)やHoIヒ~rook＆Schinm鹹1991）がそゎぞ捫尺度を作成して

いるが，いづ”れも懐かしさ性向を測るものであった。しかし，懐かしさと認知機能との関連性を検

討す る際に は，喚 起された 懐かしさの程度を測る必要がある。このことから，研究2では同時に懐

かしさの程度を測定する尺度の作成を試みた。本研究の結果，懐かしさ感情について因子分析を行

った結果，川」ラックス感’｜青’，“ポジテイブ感’I胄’’“哀愁感｜膏’の3因子30項目が抽出され，これを

懐かしさ感情尺度とした。

2．懐かしい記憶の機能・特性の検i氷第4章，第5章）

  自伝的記憶では，記憶により感情価や，保持期間，想起頻度が異なることが明らかにされてしゝる

(Conway，1990; Pillemer et甜．，1996; Wagenaarコ1986)。それに対し，懐かしさ感情を伴う自伝的記憶の

特 性については検討されていない。懐かしさ感情はポジテイブ感情とネガテイブ感情の両方を内包
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す る と 考 え られ る こ と か ら， 懐 か し さ を伴 う 自 伝 的 記 憶は 固 有 の 特 性を 持 っ て い ると 考 え る 。 そこ

で 研 究 3で は大 学 生 から 高齢者 までを 対象 に懐か しい記 憶の特 I生 につい て検 討した 。結爿 劼ゝら ，懐か

し い 記 憶 は ポ ジ テ イ ブ t懋 聾 疫 重 戛 隻 魚 翔 励 滴 い こ と カ 詠 さ れ 乞 ま た ， 憾 か し し ゝ 記 蹴 詑 池

者 に 話 す 回 数 カ 亀 多 く ， コ ミ ュ 二 ・ ク ・ ーシ ョ ン の 1っと し て 用 い られ る こ と カ 朔ら か と な っ た″

  次に， Sedikides et al.(2008)は， 懐かし さ感情 の喚 起に機 能があ ること を指摘している。しかし，懐

か し さ 感 情 を喚 起 す る こ とは ， 同 時 に 自伝 的 記 憶 を 想 起（ 回 想 ） す るこ と で も あ り， 自 伝 的 記 憶の

想 起（ 回想） には， それ自 体に機 能が あるこ とカミ 知られ てしゝる(Webs賦1993，1997）。このことから，

研 究 4で は ，懐 か し い 記 憶の 機 能 を 明 ら かに す る こ と を目 的 と し た 。結 果 ’ Wめ std1993，1997）の示

す8つの機能のうち，‘‘死の瀏庸’’“アイデンティテイ”’“問題解决’，‘‘会話’’‘髄さの紺寺’，‘‘辛い経

験の再現’，ー晴幸欧ロ識の提供’の7つの機能カt懐かしし靖醜詠馴幾能として用いられていることカ萌ミされた。

また，懐かしい記憶は年齢により機能が異なることが明らかとなった。

3． 自 伝 的 記 憶 の 想 起 と 懐 か し さ 感 情 と の 関 連 性 の 検 i寸 （ 第 2章 ，第 6章， 第7章）

  先行研究により，懐かしさ感情は気分や記憶などの認知機能に影響を与えることが明らかにされ

ている(Batcho，1998；小林・岩永，2002；小林他2002）。しかし，先行研究の問題点として，先行研究

では懐かしさの程度を7件法で測っており，懐かしさを正確に捉えているとは言い難い。また，懐

かしさ感情がどの時期の記憶に影響を与えているのかが明らかにされていないことが挙げられる。

そこで研究1では懐かしさが自伝的記憶に対する反応時間に及ぼす影響，研究5では自伝的記憶の

想起時間に及ぼす影響をそゎぞ捫検討した。

  結果は以下の3点にまとめられる。（1）聴取経験のある音楽に対して懐かしさを強く感じた参加者

は，音楽をよく聴しゝてしゝた時期の記憶に対する反応時間および，想起量に促進効果を及ぼす。（2）1

ー2年の記銘時期の差があっても同じ時期（例：小学校の高学年）であれば同様の促進効果を及ぽす。

（ 3） 懐 か し さ tま 醸 か し さ が 喚 起 さ れな か った 時期 の記 憶の 誤再 認を 増加 させ る。

  懐かしさが自伝的記憶の想起に影響を及ぽすことは，先行研究や研究1，研究5で明らかにされ

ている。しかし，反対に自伝的記憶カ噸かしさ感情に及ぼす影響を検討した研究は少ない。研究6

では，自伝的記憶の想起が，懐かしさ感情の喚起に及ぼす影響を調べた。その結果，自伝的記憶の

想起量や出来事の想起時期における，懐かしさ感情への影響は見出せなかった。次に，想起した出

来事の特性が懐かしさ感情に及ばす影響を検討した結果，ポジテイブな出来事は，懐かしさ感情を

喚起させることカミ示された。

  以上より，大きく以下の三つの成果が得られた。第一に，懐かしさ感情の構成概念について，本

稿の結果から，懐かしさ感情はポジテイブ感情とネガテイブ感情の両方を内包する複雑な感情であ

ると考えることができる。しかし，本研究で示されたネガテイブ感情とは，悲しみや怒りとしゝった

原初的な感情ではなく，“切ない”や“離れがたい”といった微妙な色相をもっものであった。哀愁感
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情因子は懐かしさ固有の因子であると考えられる。

  第二に，． 矇かしい記憶の機 能について，Websta(2003)によると， RFSの8因子は社会 ‐成；長，社会－喪

失 自 己 一 成 長 ， 自 己‐ 喪失 の 4つ に 分類 でき る と考 えら れ てい る。 研 究4で 明ら かと な った 懐か し い記

憶の機お日ま この4つ の分磐羽｜べてを満たすものであり，このことからも，｜勵ゝしい言み甑由幅広い機能を

有 し て い る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 懐 か し い 記 憶 の 特 性 で あ る ポ ジ テ イ 価 ， 想 起 頻 鹿 重 要 鹿 鮮 明 度

カ滴い特性にカL齢による差異は‘みられないが’柊騎亀によるカ卩歯節鑪甥勲ミあることカ朔らかとなった。懐か

し し ¥pz亂 ま 年 齢 に よ り 機 能 カ 薄 ミ な り ， 各 年 齢 固 有 の 回 想 機 能 を 促 進 さ せ る こ と カ萌 ミさ れ た。

  第 三 に ， 懐 か し さ は 自 伝 的 記 憶 の 反 応 時 間 と 想 起 量 の そ ゎ ぞゎ に促 進 効果 を与 え るこ とが 示 され

た 。 ま た ， 懐 か し さ は 懐 か し さ を 感 じ さ せ る 時 期 の み 効 果 を 与え るこ と が明 らか に なっ た。 こ の結

果 は ， 自 伝 的 記 憶 の 時 間 的 体 制 化 を 支 持し て いる (Anderson＆ Conway， 1993; Wnght＆Nunn, 2000)。

っ ま り ， 懐 か し い 音 楽 を 聴 い て い た 時 期 の 記 憶 が 活 性 化 し て も， 時間 的 に異 なっ た 場所 に保 持 され

て い る ， 異 な っ た 時 期 の 記 憶 が 活 性 化 さ れ な か っ た た め だ と 考え られ る 。ま た， 懐 かし い音 楽 は必

ず し も ， 音 楽 の 流 行 し て い た 時 期 の 記 憶 を 活 性 化 さ せ る の で はな く， 個 人が その 音 楽と 最も 接 して

いた時期の記憶を活性化させることが明らかとなった。

  な お ， 本 稿 の 臨 床 的 応 用 と し て ， 近 年 ， 高 齢 者 の 心 理 療 法 とし て医 療 福祉 領域 で 行わ れて い る回

想 法 が あ げ ら れ る （ 回 想 法 と は ， 回 想 を 誘 導 す る 写 真 や 音 楽 など を用 い ，認 知症 高 齢者 でも 比 較的

保 た れ て い る 自 伝 的 記 憶 の 想 起 を 活 用 す る こ と で ， 情 緒 の 安 定， 意欲 の 向上 ，認 知 機能 の維 持 ・向

上 ， ADLの 向 上 な ど を 目 的 と す る 技 法 で あ る ） 。 回 想 法 の 有 用 性 は 多 く の 研 究 で 報 告さ れて い るが

（黒川，1994，奥村・藤本・成 田，1997)，回想法の問題点 として，一定の手続きが確立されておらず，効果

の 一 般 性 が 明 ら か に な っ て い な い こ と が あ る 。 本 稿 で 得 ら れ た知 見か ら ，特 定の 時 期の 懐か し い音

楽 を 聴 か せ れ ば そ の 時 期 の 記 憶 の 想 起 を 促 進 さ せ る こ と が で き る （ W究 1， 研 究 5） 。ま た， 懐 かし

さ は “ 自 己 機 能 や ， “ 社 会 機 能 な ど ， 幅広 い 機能 を有 し てい るこ と が示 唆さ れ てい るca究 4） 。 これ

ら の 知 見 は 回 想 法 の 効 果 で あ る ， 心 理 的 安 定 や ， 自 我 統 合 な どに っぬ が ると 考え ら れる 。以 上 のこ

と か ら ， 認 知 症 高 齢 者 を 対 象 と し て も ， 懐 か し さ が 自 伝 的 記 憶 の 想 起 に 影 響 を 及 ぼ す の で あ れ 賦

懐 か し さ 感 情 を ツ ー ル と し て 用 い た ， よ り 効 果 的 な 回 想 法 の アプ 口ー チ を示 唆す る こと がで き るだ

ろう。
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学位論文審査の要旨
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学 位 論 文 題 名

自伝的記憶の想起における懐かしさ感情の働き

  日常生活のなかで，人はしばしば「懐かしい」という感情を体験する。しかし，「懐か

しさ」が心理学的にどのような感情であるのか，ト陵かしさ」には「過去」との関わりがあ

ると考えられるが，それはどのような「過去」なのかといった問題には十分な光が当てら

れてこなかった。本研究は，心理学的な体験として重要であるとされながらも，研究され

ることの少なかった懐かしさ感情を取り上げ，自伝的記憶（思い出，自己をかたちづくる

記憶）との関わりを調べたものである。実験法，調査法という認知心理学的方法を用い，

懐かしさ感情の構成概念，懐かしさを伴う記憶の機能，特性，懐かしさ感情と自伝的記憶

の想起の関係性を明らかにした。

  以下，当該研究領域における本論文の研究成果につしゝて本審査委員会の評価を述べ，そ

の上で審査結果を述べる。

1．当該研究領域における本論文の研究成果

  本研究の成果として，以下の三点を挙げることができる。第一に，本研究により，懐かしさ

感情の構成概念，懐かしさを伴う自伝的記憶の特性や機能，そして懐かしさ感情が自伝的記憶

の想起に及ぼす影響や自伝的記憶が懐かしさ感情の喚起に及ぼす影響が明らかになった。特に，

懐かしさ感情がポジテイプ因子，リラックス因子，哀愁因子により構成されること，懐かしさ

感情を伴う自伝的記憶はポジテイブで重要で鮮明であり，コミュニケーションの話題として利

用されやすいこと，そういった記憶は死の準備，アイデンテイテイ，問題解決などの様々な機

能をもち，その機能は年齢により異なること，そして懐かしさ感情は，その感l青が結びっいて

いると考えられる特定の時期の記憶を喚起すること等，・陵かしさ感情や懐かしさ感情を伴う記

憶について，多くの基礎的知見が明らかになった。

  第二に，本研究で作成された懐かしさ感情尺度，懐かしさを伴う自伝的記憶の機能を測定す

る尺度（日本語版回想機能尺度），および実験パラダイムは，今後，懐かしさ感情，懐かしさ感
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情を伴う自伝的記憶，懐かしさ感情と自伝的記憶の関係性についての研究を進めていく上で有

用な道具となる。

  第三に，本研究で得られた懐かしさ感情と自伝的想起の関係性の応用可能性が挙げられる。

著者が示しているように，自伝的想起を想起する活動は「回想法」として，認知症を患う高齢

者等の認知機能を活´I生化するために用いられている。しかし，どうすれば想起を促進できるの

か，例えば音楽を手がかりとした場合，それはどのような効果をもつのかといった問いへの答

えは明らかでなかった。本研究の成果は，こういった問いに対する答えを提供し，実践的な活

動にも示唆を与えるものである。

2．審査結果

  本研究は，懐かしさ感情の構成概念を明らかにし，懐かしい自伝的記憶の特性や機能，そし

て'I裏かしさ感情と自伝的記憶の想起の関連性を明らかにした。懐かしさ感情が3因子からなる

こと，懐かしさ感情を伴う自伝的記憶には特定の特‘I生や機能があること，そして懐かしさ感情

は特定の時代の自伝的記憶の想起を促すこと等の知見は新しく，重要である。これらの知見は，

これまで検討がなされてこなかった懐かしさ感情について研究する道を切り開き，また，従来

の自伝的記憶研究の成果を深化させ，拡張するものである。今後の課題として，懐かしさ感情

の文化的側面，調査・実験の対象者の拡張，自伝的記憶を想起させる音楽の特’陸等の問題はあ

る。しかし，これらの課題は本研究の意義を低めるものではなく，むしろ本研究のテーマの価

値を再確認させるものである。本研究の成果の一部は，国内外からの照会や学会での報告依頼

などのかたちで，一定の評価を得ている。以上のことを総合的に評価し，本委員会は，本論文

の著者瀧川真也氏に博士（文学）の学位を授与することが妥当であるとの結論に達した。
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